
現在の日本酪農の飼養管理における技術課題

1

第一胃発酵の健全化を意識した高泌乳牛の飼養管理

畜産・飼料調査所阿部

長命ではない

1)平成24年度の検定牛の除籍時年齢
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2.繁殖が良くない、空胎日数が長くなり、分娩間隔が長くなっている。

2 3.

2

21

繁殖障害

起立不能

乳用売却

昭和58年

平成24年

0%

1%

3%

◎「酪農は繁殖さえ良ければ儲かる」と言わてきた、それが今、そうではなくなっている。

◎分娩間隔の長期化:→経営負担の増大

・診療費・医薬品費の増大・精液代金・種付け料の加算・産子数減少による子牛

販売収入の減少・産子数減少による更新牛購入費の増加・空胎日数増加による低

泌乳持続、飼料効率の低下
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3.暑熱感作

1)環境温度の上昇は乳牛の生産性を大きく低下させる
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地球温暖化で増加する真夏日の日数

(2080~2 100年の予測、環境省)
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4.粗飼料の質に向上が見られない(北海道の牧草サイレージと都府県の輸入イネ科乾草)

2011年産と10年前、 2002年産の北海道内イネ科草サイレージ

絲田切サイレージ)の平均成分含量の比較(乾物中%)

2011年

200 2年

粗蛋白質

(篠田英史、グラス&シード、 2013) TDN含量:阿部の計算値

1 1.

12

総繊維

①昭和後期製品:全国フォレージテスト協議会が収集した108点のチモシー乾草

粗蛋白質 7.6 TDN 55.0

②平成3-5年製品:栃木県酪農試験場分析、オーツ乾草66点、スーダングラス乾草

30点、チモシー乾草24点

オーツ乾草(粗蛋白質5.2 TDN5 1.5、総繊維64.1士4.5)

スーダングラス乾草(粗蛋白質8.8 TDN50.5 総繊維6 7.8士 2.6)

チモシー乾草(粗蛋白質5.2 TDN49.3 総繊維68.9士4.9)

③平成14年製品:日本大学分析、オーツ乾草20点、スーダングラス乾草23点、チモ

シー乾草70点

粗蛋白質(オーツ乾草6.8 スーダングラス乾草8.0 チモシー乾草7.8)

④平成17 ・18年製品:岩手大学分析、オーツ乾草8点、スーダングラス乾草10点、

チモシー乾草12点

TDN (オーツ乾草56.2 スーダングラス乾草55.4 チモシー乾草55.6)
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63

輸入イネ科乾草の粗蛋白質、総繊維、 TDN含量

(平均値、乾物中%)
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Ⅱ 課題の解決のためにはどうするか

上記の課題について、牛舎の中で牛はどのような状況にあり、どうすべきかを

考えてみる。

主に栄養管理の視点から

乳牛は本来草食動物であったが、次第に雑食化傾向になってきた、穀類や

油粕類そして今では禁止されているが魚粉や肉骨粉も使われてきた、

高位(量と質の両方)な牛乳生産を求めて

したがって、自ずから草に対して穀類等濃厚飼料の割合増加には限度がある。

それは第一胃発酵の状況が判断のバロメータとなる

第一胃発酵を正常に保つ、ということを基本に置きながら、種々の問題

について考えてみたい。

1 肢蹄障害(蹄病)

根室農業改良普及センターの吉田忠氏の論文(デーリイマン2014年10月号)を要約

して紹介する。(カッコ内は阿部注言己)

1)蹄に問題を抱えるフリーストール酪農家2戸、経産牛332頭が調査対象

2) 39%に当たる牛(131頭)が削蹄時に蹄病処置を受けていた

3)二つの課題が明らかになった。ーつは、「蹄浴回数と濃度および蹄の汚れ」、もうー

つは、「第一胃内で異常発酵しやすい飼料給与と飼槽管理」である。

4)「蹄浴回数と濃度」

フリーストールという施設の特徴から湿った状態に蹄がさらされ、肢蹄に糞尿がこび

りつき、蹄浴回数が不定期で薬浴濃度が薄い状態にあった。この環境下で長期に蹄が

さらされ、細菌感染疾病である蹄皮膚炎感染を助長し、蔓延する状態にあった。

5)「飼料給与と飼槽管理」

①残食の「箭い分け」から、乳牛は粗飼料をより多く残し、細かな飼料を選択採食し

ていた。細かな飼料は穀類等の濃厚飼料である。 TMRの混合の悪さが選び食いを

助長していた。

②飼料設計の栄養濃度と実際に採食している栄養濃度を比較すると、大きな違いが認

められた。第一胃内PHが低下しやすいNFCとデンプン濃度が設言十値よりも高く 、

繊維NDFが少なくなっていた。デンプンの設言十値は26.6%、採食値は29

フ%、 NDFの設ヨ十値は40.1%、採食値は36.1%

(潜在的なルーメンアシドーシスが誘発されていたと考えられる。第一胃内での異常発酵
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が生じた場合には、乳酸やヒスタミンが形成され、これが蹄真皮分布している毛細血管に

作用してうっ血と蹄皮炎を起こし神経を刺激して瘻痛を生じる)

③第一胃内で発酵速度が高い大麦を発酵速度の低いトウモトコシに置き換え、(良質

な粗飼料とビートパルプを給与し、掃き寄せなど、選択採食をさせないような飼槽

管理)などの改善措置をとったところ、肢蹄潰癌に減少がみられた。

2.分娩・泌乳開始~高泌乳期に見るべきこと

1.分娩後の乳量の増加と負のエネルギーバランスの継続

下表は分娩直後から105日間の間、毎日の乳量と飼料摂取量、 1週間に一度の体重測

定が行われた9頭の乳牛の飼養成績である。群馬県畜産試験場のデータである。

表2.分娩後の体重減少

乳牛NO

分娩後1週

体重k今① 751

DM l k 旦 193

乳量k今 31.8

最大体重減少

週 9

体重k8 741

①からの減少量kg

、10

分娩3週後のボデイ

3.5

105日間の受胎状況、

X

繁殖に関する疾病(A

無A

分娩後3週までのケトン体

27 73

606

16.2

40.0

87

616

17.2

35.6

3

584

693

B7

35.6

82

、22 -64 、25 ・46 、28

コンデションスコアー

3.0 2.5 2.5 3.02.52.5

受胎日数、 Xはこの期間内に受胎せず

フ7日 X I05日 47日 X X

鈍生発情、 B :卵胞嚢腫、 C :卵胞破砕、無

C B BB
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5
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乳量 423

乳脂率% 3.フフ
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乾物摂取量k 創日

24.0 25.1
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15.0
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7
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4
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4
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17.フ
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十

乳成分、 DM
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3.04 332

2.92 2.62
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25.8 24.1
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17.2

322

6
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I k 旦

6

51.8

3.47

2.79

4

587

、18

21.1

2.5

7

333

3.64

3.11
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23.フ

十

X
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2.0
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3 負のエネルギーバランス(NEB)が乳牛に及ぽす影響

1)エネルギーギャップの大きさ

飼料摂取量が「分娩のストレス」、「消化管の容積・組織の回復の遅延」、「高いレベル

の牛乳生産」に追いつかず、個体によってその程度は異なるが負のエネルギーバランスが

継続する。

エネルギーの収支について、乳牛の維持要求量と牛乳生産のための要求量と摂取量をT

DNを指標として計算すると、給与飼料TMRの乾物中のTDN含量が76%であるので、

例えば、 N0 1牛の1週目で計算すると、 1日のTDNの出納は一4.9k gであり、 6

4k痕の飼料乾物に相当するエネルギーを体脂肪等を削って自身の維持と乳生産に振り向

けていることになる。

2)インスリンに代わってのグルカゴンの代謝支配

NEBの状態下、体内では異化作用が進行する。体脂肪や体蛋白質の分解を支配するの

がグルカゴンである。グルカゴンの主な標的器官は肝臓と脂肪組織であるが、その機能は、

明干臓ではグリコーゲンの分解、アミノ酸からの糖新生の促進」、明旨肪組織では中性脂

肪の分解と遊離脂肪酸からのケトン体生成の促進」が主である。

エネルギーバランスがプラスの状態では、代謝はインスリン支配となり、体蛋白質、脂

肪、グリコーゲンの合成が促進されるために、インスリンはりツチホルモンとも言われる

が、グノレカゴンはその逆である。

したがって、適切な血中のインスリンノグルカゴン比(1/G)を維持するような栄養素

給与の手法が分娩後のエネルギーギャップを最小にするために必要となる。

3)ケトン体の生成

上表の中ではN087の乳牛の体重減少が最も大きく、分娩後7週目では1週目に比ベ

て64k底の体重減である。この牛の分娩1週目のボデイコンデションスコアー(BCS)

は3.5であったが、分娩5週後のBC Sは2.5と低下している。分娩7週後のBCS

も2.5と仮定し、 1週と7週の体重とそれぞれのBCSから体脂肪の減少量(削りだし

量)を計算するとそれは46k旦となる。

削り出された体脂肪は遊離脂肪酸となって血中に移行し、体内の各組織に運ぱれ、分解

代謝の中間物質としてアセチルCOAに変換され、乳脂肪に再合成されたり、エネルギー

源(ATP生産)に使われたりするが、体脂肪の動員が急速に促進され、アセチルCOA

が過剰に生産された場合には、アセチルCOAがアセトアセチルCOAに変化し、さらに

それからアセト酢酸、βーハイドロキシ酪酸、アセトンのいわゆるケトン体が作られる。

N087の乳牛は分娩3週までの間にケトン体の発生が見られている。

4)ケトーシス

体内にケトン体が異常に蓄積した状態をケトーシスと呼んでいるが、その症状は、「消

化器型」、「神経型」、「乳熱型」、「随伴型」と多様であるが、消化器型の場合には、乳量

の減少、食欲の低下、胃運動と反傷の低下を引き起こす。

・フ、



近年、言われているのは、明確なケトーシスの状態は示さないが、中程度の血中ケトン

体濃度の上昇に伴う種々の周産期疾病の発生原因となっているケースについてである。こ

れは潜在性ケトーシスとも言われている。

血中のケトン体は尿と乳に排池される。しかし、血中のアセト酢酸とβーハイドロキシ

酪酸は尿細管で70~95%回収され、なかなか体外に出て行かないという性質を持っ。

乳中のケトン体の濃度は正常値が4. om創d1であるが、ケトーシスでは5m号以

上に上昇し、 10~50m容の値を示すものが多く、 10om容以上に上昇することもあ

る。

5)体蛋白質の動員とメチルヒスチジン

乳牛の負のエネルギーバランスの状態では体蛋白質の動員にっいても考えねばならな

い。前記、 N087の乳牛では、体重減少時に約2k又の体蛋白質の減少が計算される。

体蛋白質の動員が起きているかいないかの指標に使われるのが、 3メチルヒスチジンで

ある。とれは体蛋白質の分解によって生ずるアミノ酸であるが、骨格筋内では全く利用さ

れずに血中に移行する。ケトーシスを発症した乳牛ではこのアミノ酸の血中濃度が対照牛

に対して統計的に有意に高くなるという報告が多い。

6)グノレコースの節約

エネルギーバランスが負の乳牛では乳量を維持するために、体重を減少させ、炭水化物

と脂肪の代謝を変化させる。乳牛の血中インスリン濃度は前述のように減少するが、その

結果、筋肉や脂肪組織でのグルコースの取り込み量が減少する。同時に、脂肪組織からは

エネルギーと乳脂肪の前駆物質としての遊籬脂肪酸が放出される。これによってグルコー

スが節約され、乳糖を生産するために、より多くのグルコースが乳腺で利用可能となり、

乳量の増加(維持)がもたらされる。

フ)負のエネルギーバランスが繁殖に及ぽす影響

世界的に見て高泌乳牛の繁殖成績(黄体の活動、初回発情、受胎率)は低下の傾向にあ

る。その原因のーつとして負のエネノレギーバランス(NEB)が挙げられる。そしてNE

Bは特に旦剛包の機能を低下させることが知られている。その周辺について、川嶋・宮本の

報告を紹介する。

①負のエネルギーバランスの状態下では、代謝が異化代謝にシフトするために、血中の

成長ホルモン(GH)や遊籬脂肪酸の濃度が上昇し、グルコース、インスリン、イン

スリン様成長因子(1GF-1)が低下する。

②とれらのホルモンの分泌動態が分娩後の卵巣機能を左右する可能性が考えられる。

③実際に、負のエネルギーバランスの程度が大きく、その期間が長いほど、分娩後の初

回排卵が遅延することが報告されている。

④分娩後、 50日目にインスリン濃度を増加させるような飼料は排卵を促すとされてぃ

る。

⑤IGF-1やインスリンは卵巣ヘの直接作用を持っ。 1GF- 1はg朋包の発育期に、

インスリンは卵胞成熟期にそれぞれ作用することが試験で示された。

8"



4 泌乳期における栄養素摂取・代謝と繁殖との関係

1)蛋白質の給与

繁殖成績に関しては高蛋白質の給与は問題が多いようである。高蛋白質の給与では必然

的に血中の尿素態窒素(BUN)濃度が上昇するが、血中の尿素態窒素が20m創dl

を超えると、人工授精による受胎率が20%低下することが報告されている。

また、和牛では正常脛率とBUN、そしてBUNノグルコースの間には密接な関係があ

ることが細川によって報告されている。つまり、 BUNが 13m8/d 1以下の場合には

正常脛率が70%以上と高く、 18mg/d1以上では50%末満であったと報告してぃ

る。そして、正常脛率を高めるためには飼料中のNFC (糖・デンプン質)と溶解性蛋白

質(D IP)の比率に留意すべきで、 NFC/D IPを概ね5以上にすることを提案して

いる。血液中の尿素態窒素濃度の上昇は卵胞液の尿素態窒素濃度の上昇を招き、それが卵

子ヘ悪影響を与えると考察している。そして、高BUNに曝された牛の卵子は分割率が低

下する(正常な細胞分裂を起こさない)ことを観察している。

2)デンプン含量(最低水準は?)

泌乳初期の負のエネルギーバランスを解消するために消化率の高い易利用性炭水化物で

あるデンプンの給与量を高めることがなされるのが一般的である。また、前記したように

繁殖に影響を及ぼす代謝性ホルモン(インスリンノグルカゴン)の水準もデンプンの給与

レベルと関係する。ここでは、デンプンと脂肪の給与が卵巣機能、血柴中産物、代謝性ホ

ルモン、生殖ホルモン濃度との関係を調ベた試験を紹介する。

<試験方法>

エネルギーと蛋白質含量を同じくして、脂肪とデンプン含量の異なる5つの試験区を設

定した。乳牛頭数は30頭。脂肪含量は乾物中、 3.9、 4.2,4.3,4.5.4

8%、デンプン含量は乾物中、 2 3.1,1 8.3,1 5.9,1 3.5,8.フ%とし

た。

<成績>

①分娩後60~ 70日の間、乾物摂取量(2 3.8 k 又/田、乳生産量(43.3 k 号ノ

田、エネルギーバランスには群間に差はなかった、②飼料中のデンプン含量の増加(脂

肪含量の減少)にともなって血柴中のインスリン/グルカゴン比(1/G)は増加し、その

限界点は飼料中デンプンが15.9%、脂肪含量が4.3%の時であった。 1/G比はデ

ンプン2 3.1%で3.8 6,デンプン 1 8.3%で3.7 8,デンプン 1 5.9%で3

5 9,デンプン 1 3.5 %で2.9 8,デンプン8.フ%で2.06 であった。

結論的には、「繁殖適期において適切なインスリン/グノレカゴン濃度を保っためには、乾

物中のデンプン含量を16%以上、脂肪含量を4.4%以下に保っべきであり、これらの

条件は卵巣機能に正の影響を及ぽすことが示された」。

3)デンプン含量(上限は?)

7都県(千葉県、東京都、栃木県、山梨県、群馬県、長野県、愛知県)の64頭の泌乳

牛の試験成績を紹介する。分娩後105日間、毎日の乾物摂取量、定期的な採血、ルーメ

・ 9 ・



ン液の採取・分析が行われている。

①試験区は乾草とトウモロコシの比率を変えて調製したTMRが3種類(3試験区)

②TMRの乾物中組成

高デンプン区

中デンプン区

低デンプン区

③乾物摂取量は試験開始(分娩後1週)から6週次にかけては、高デンプン区、中デン

プン区、低デンプン区の順に増加した。しかし、高デンプン区は6週次をピークに停

滞し、 11週次以降は下降する傾向を示した。デンプン含量の高い飼料を長期間給与

することの弊害がみられた。

④分娩後5日から105日間の平均乳量は高デンプン区が36.3k容、中デンプン区

が35.1k痕、低デンプン区が35. ok冬であった。乳質では乳蛋白質率が高デ

ンプン区が3.12%、中デンプン区が3.03%、低デンプン区が3.06で、高

デンプン区と低デンプン区の差は有意(Pく0.05)であった。

⑤分娩後150日までの受胎率は低デンプン区が82.4%、高デンプン区が75.0%

であった。

TDN

76

74

72

粗蛋白質

15

15

1 6.

NDF

5.暑熱感作に対する乳牛の反応・人為的な対応

暑熱感作に対して乳牛の栄養素の代謝はどのようか、繁殖機能ヘの影響はどのようなこ

とがあるのかを考えてみる。

35

35

35

ラ"ンプ'ン

1)筋肉組織の蛋白質の利用

暑熱ストレスを受けない「負のエネルギーバランス」(NEB)の牛は前述のように体

脂肪を削り、それをエネルギーとして利用するために血中の遊籬脂肪酸(NEFA)濃度

は上昇する。しかし、暑熱ストレス牛はこのような遊離脂肪酸の上昇は見られない。

暑熱ストレスを受けた乳牛は血奬尿素態窒素の増加が観察される。つまり、この場合に

は筋肉組織が体内のエネルギー供給に関与していることが推察される。

また、暑熱ストレスの乳牛では、とのように遊籬脂肪酸からのエネルギー供給に依存す

ることが出来ないので、筋肉のような組織のエネルギー要求をグルコースで賄う必要が生

じる。そのために乳腺ヘの乳糖合成のためのグルコース量が減少し、乳量の低下を招くと

考えられる。

2 8.

23

19

2)蛋白質の過剰給与

暑熱ストレス時には飼料のエネルギー含量や蛋白質含量を高める場合があるが、特に蛋

白質については注意が必要である。蛋白質を過剰に給与すると、尿素の合成や排淮にエネ

ルギーを消費するために、乳生産が抑制される。血中の非蛋白態窒素濃度は直腸温度と正

10 、

0
 
6
 
3
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7
 
フ
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6
 
5
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の相関を示すところから、蛋白質を過剰に給与すると、エネルギーの利用効率が低下し、

熱発生量が増加すると考えられる。

3)穀類の給与

暑熱ストレス牛では、グルコースの要求量が高まる。そこで、低繊維含量、高デンプン

含量の飼料給与によってルーメン内でのプロピオン酸の生成量を高めようとする考え、実

践があり、効を奏する場合が多い。しかし、暑熱ストレスによる飼料摂取量のバラツキ、

ルーメンにおける緩律論Ξの低下によりルーメンアシドーシスが起こりやすい状態になるの

で、この点に関する注意が必要である。ここでは、粗飼料の採食性が大きなカギを握る。

4)糖新生と肝臓機能

プロピオン酸から乳牛は肝臓でグルコースを作る、いわゆる糖新生が行われる。暑熱ス

トレスを受けた乳牛では低グルコース血奬に陥り、グルコースの利用速度が上昇すること

が示されている。暑熱ストレスを受けた乳牛の乳糖生産量は同量の飼料を摂取した非暑熱

感作牛の乳糖生産量よりも3708畑少ないことが報告されている。また、暑熱ストレ

スは肝臓の機能にも影響し、糖新生関連の遺伝子の発現を抑制することが示された。

5)飼料と特異動的作用による熱発生量

乳牛の飼料摂取による熱量増加は、特異動的作用に関しては、生草>乾草>細切乾草>

ペレットの純であり、粗飼料の細切給与は意味を持つ。代謝に伴う熱量増加では、蛋白質

>炭水化物>脂肪の順である。炭水化物では、特異動的作用の面から、繊維>デンプンで

ある。

6)胃運動の低下

暑熱ストレスを受けている乳牛は反傷回数が減少する。 18゜Cではルーメンの収縮運

動が 2.2 3回/分であったものが、 3 2゜Cでは 1.8 8回/分と低下し、その結果、飼半斗

のルーメン内滞留時間が18゜Cの36.6時間から32゜Cでは43.2時間と長くなった

という報告がある。その結果、乾物摂取量は減少する。

フ)暑熱と繁殖(生殖ホルモンの減少)

高温によって脳下垂体前葉は機能が減退し、性腺刺激ホルモンの分泌が低下する。その

ために、卵胞ホルモンや黄体ホルモン等の生産が損なわれ、繁殖機能に障害を来す。また、

黄体形成ホルモンの減少によって、卵巣からの排卵およびその後の黄体形成も不調になる

とされている。

8)暑熱と繁殖(精子の活力減少)

高温は精子の生存率を低下させ、また、たとえ受精が成立しても、子宮内の状態が受精

卵の発育に適さないために、卵の発育停止や脛の死滅による早期の流産が起とるとされて

いる。
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6.飼養試験成績に見る暑熱感作と乳牛の反応

ここまで、暑熱感作が乳牛の生理に及ぼす影響について種々の面からみてきたが、それ

では実際に高温感作を受けている乳牛はどのような反応を示すのか、栗原のデータを紹介

する。

<試験方法>

乳牛:4頭、平均乳量28k尽飼料:イタリアンライグラス乾草30%一濃厚飼料70

%室温:1 8゜C- 2 6゜C-30゜C

<試験成績>

乾物摂取量 k 創日

濃厚飼料

乾草

計

消化率

粗蛋白質

ADF

表2 飼料摂取量と消化率

1 8 叉)

カッコ内は18゜C区に対する比率%

場報告、 2 9号、 1 9 9 5)

12

6.

18

◎環境温度の上昇にともなう乾草の摂取量の低下は濃厚飼料の低下の比率より大きい

→設計値としての粗濃比(NDFノデンプン)が採食乾物ではデンプン濃度が高くな

る。

◎粗飼料の質が採食量の観点から重要(特別あつらえのものの生産・購入)→後述

0

1a

1a

2 6゜C

10

4

14

64

47

フ.イスラエルの農場の暑熱対策

以前に訪れたイスラエルの酪農場のマネージャー氏との会見記

・農場のりーダーというものは150%の仕事をして始めてりーダーと言える。

・搾乳の後、フリーバーンの連動スタンチョンをロックし、送風(6分)と散水シャワー

(20秒)を繰り返して 1.5時間行う。

・この間、 30%の乳牛をモニターとして体温(直腸温)の測定を行い、送風・シャワー

前後の体温差が1.0~1,5でにならなければ更に冷却を続ける。

・冷たい水を飲ませることが重要である。水槽は毎日清掃する、水も1日に何回か換える。

・飼料の給与回数を多くし、ルーメンへの負担を軽減させる。一時的な膨満度の増加を防

ぐ。 1日に6回、新鮮なTMRを給与する。

・粗飼料の質と相まって、暑熱下でも採食量は低下せず、乳量水準も維持出来ている。

(栗原ら、九州農業試験

30゜C

64

47

8

3

1 2.

a,b

12 、

(70)

(6 1)

(66)

Pく0.05

69
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・このような管理は動物福祉の観点から行っているのではない、くまでも経営利益を高め

るためである。

<帰りの飛行機の中で考えたこと>

飼料をおいしく食ベさせるということは、動物福祉ではない、とは言いながらも、暑熱下

の砂漠の中で乳牛を飼っている、「ありがとう」という牛ヘの愛情観念が心底にあり、そ

れが徹底した150%の管理を実行させているのではないか、突き詰めて考えると、

経済合理主義=乳牛ヘの感謝・愛=動物福祉が一並びの関係にあるのだろう。

8.「粗飼料の質」とは何か

「良質の粗飼料」とは、

・採食量が多い ・繊維の消化率が高い

・ TDN含量が高い(イネ科の牧草ならぱ乾物中65%前後)

・粗蛋白質の含量が高い(イネ科牧草ならぱ乾物中12%前後)

・βーカロテンやαートニフェローノレなどの脂溶性ビタミン(その前駆体)の含量が

局し、

・ミネラノレのバランスが良い(KとM旦等)

B



異なる刈り取り時期のチモシー乾草の乳牛による自由採食量の比較

(阿部ら、乾乳前乳牛4頭)

乾物中組成%

粗蛋白質

高消化性繊維oa

TDN

乾物摂取量k 創日

配合飼料

乾草

乾草Aに対する摂取比率%

乾物

TDN

乾草からの摂取可消化炭水化物k

乾草A

1 00

1 00

8 /日

4.9a

乾草からの菌体蛋白質量創日(推定値)

9 2 1

乾草からの揮発性脂肪酸生成量創日(推定値)

酢酸 2,050

プロピオン酸 849

酪酸 247

9.

14.

60

乾草B

4.

10.

フ.9

10.3

56

9

3a

乾草C

8.0

4.5

51

9

5 ab

92

85

14 、

9

5b

4. ob

83

69

7 5 2

1,70 1

704

205

3. 7b

6 9 6

1,529

6 3 3

1 84

8
6

4
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刈り取り時期の異なるイネ科牧草サイレージの乾物摂取量、化学組成、

消化管滞留時間(甘利・阿部ら、)

<イタリアンライグラス、乾乳牛4頭の平均値>

水分含量%

乾物摂取量kg旧

化学組成乾物中%

粗蛋白質

NCWFE (NF C)

総繊維(NDF ・ OCW)

高消化性繊維(o a)

低消化性繊維(ob)

リグニン

ルーメン滞留時間時間

下部消化管滞留時間時間

・ 15 、

A

64.3

9.4

B

9

11

18

56

14

42

4

19

16

牛舎内での点検事項

60.2

8.5

第一胃内の正常な発酵や乳牛の健康・快適性が保たれているか否かが日常的に適切に把

握されることが飼養管理のスタートとなる。それは、例えば以下のような内容である。

C

6.6

25.5

58.4

9.2

49.2

5.3

24.4

16.2

55.0

フ.2

1 発情発見と措置、妊娠確認

飼槽、水槽、搾乳器具の衛生状態

牛舎内の清潔性牛床の乾燥状態

搾乳機器の点検

乳牛間の社会的な競合状態

乳牛の快適性

健康観察と臨床症状

飼料摂取の状況、残食の量と内容、嘴好性

乳牛の反傷状況

飼槽の掃き寄せ状況

飼料価格

牛舎内の通気性湿度温度乳牛の体温

乳量と乳質

飲料水の性質

粗飼料の成分含量・栄養価飼料設計

D

4.9

22.8

63.9

6.9

57.0

6.4

30.0

19.1

59.2

6.3

5

4.5

19.1

68.1

フ.0

61.1

フ.3

30.0

23.9

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

糞の性状

分娩時の状況

空胎日数

2
2
6
4
2
3
0
4

2
 
3
 
4

6
 
7
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10 牛群の点検のための基盤・ツールと地域の連携

1)上記の各種の点検のためには、乳牛の個体と照らし合わせてみるべき材料・資料・ツ

ールが必要である。それは、「牛群検定成績」、「飼料分析結果報告書」、「飼料設計表」、

「代謝プロファイルテスト結果(a n d MUN)」、「繁殖カレンダー」など

2)点検は酪農家個人だけではなく、外部の技術者(飼料メーカー、農業改良普及センタ

ー、農協、家畜共済組合、コンサルタント等)も参加するとよい。点検表を作り、見

ながらの定期的なバーンミーテングで

3)そのためには、地域の技術者の連携で酪農家を包み込むような組織の形成が望まれる。

クラスター事業に期待する。
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